
参考資料

本参考資料は、各設問の回答項目集計に関し、単一回
答の集計方法を、男女比率の積み上げとして計画では表
示しております。
設問回答の実態をより把握しやすくするため、一部設

問を実数積み上げ方式に内容変更して、資料を再表示し
ております。

＜集計方式を変更した設問＞
【問４】、【問６】、【問７】、【問10】、【問11】、【問12】
【問13】、【問18】、【問19】



男女共同参画に関する市民アンケート 令和７(2025)年４月集計

１ 目的

この調査は、市民の男女共同参画に関する意識を調査するとともに、問題点を把握し、

男女共同参画社会をめざす「まちづくり」の活動資料とするものです。

また同時に第3次恵庭市男女共同参画基本計画の策定のための基礎資料としても活用し

ます。

２ 設問

本調査の設問は、平成26(2014)年に実施した「男女共同参画に関する意識調査」より抜

粋したものを、時代背景を考慮しながら、一部修正した設問21問としました。

３ 調査概要

調査方法 ①無作為抽出した恵庭市に在住する市民500名へ郵送

②恵庭市公式ＬＩＮＥ

調査対象 ①令和7(2025)年3月1日現在、恵庭市に在住する18歳以上の市民

＊男女別、年代の階層毎の人口比率に応じて無作為抽出

②恵庭市公式ＬＩＮＥ登録者

調査機関 令和7年3月31日(月)～4月30日(水)

４ 回収状況
回収数 876件 (①167件、②709件 ＊持参含む）

※回収数と各設問の有効回答数は一致しない場合がある。

回収率 33.4％（①のみ）

内訳 性別 男性 368人 年代別 10代 16人

女性 489人 20代 63人

無回答 19人 30代 131人

40代 199人

50代 177人

60代 137人

70代 120人

80代以上 33人
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1.多くの子どもを育てられる住宅状況にない

2.仕事と育児を両立させられるため、多くの子どもを産めない

3.子どもを欲しくないと考える夫婦が増えた

4.子どもの教育費が高い

5.育児は大変だと考える人が増えた

6.子どもを少なく産んで大切に育てたいと思う人が増えた

7.保育制度が充実していない

8.将来の社会を考えると多くの子どもを産めない

9.世帯収入が少ないため、多くの子どもを産めない

10.自分の生きがいや趣味を優先したいと考える人が増えた

11.束縛されず自由に生きたいと思う人が増えた

12.その他

問１ 女性が生涯に出産する子どもの数が年々減り続けていますが、
なにが原因だと考えますか。（複数選択可）

男性 女性 回答しない （％）
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1.育児休業中も十分な所得が保障される制度の拡充

2.育児休業中の代替要員確保など企業内環境の充実

3.企業内保育施設や、子育てしやすい労働環境の整備と充実

4.住宅環境の改善

5.家事や育児に男女ともに参加する意識改革

6.保育時間の延長や、産休あけに利用できる0才児保育の充実

7.子どもを預けたい時に一時的に保育してくれる施設や制度の整備と充実

8.保育所に預けたい人の希望がかなう環境整備

9.出産や育児に対する手当てなどの充実

10.親の療養中の乳幼児に対する保育の充実

11.育児相談ができる機関や人的ネットワークの整備と充実

12.育児の楽しさ、すばらしさのアピール

13.男性の育児休暇取得のための環境整備

14.その他

問２ 子どもを産み育てやすい環境をつくるため、どのような事が必要だと思いますか。
（複数選択可）

男性 女性 回答しない （％）
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1.上司や同僚等の職場に迷惑がかかる

2.職場で取得をしている男性職員が少ない

3.職場での昇任、昇給に影響してしまう

4.収入の減少

5.取得しなくても家庭内の環境が整備されている

6.その他

問５ 男性の『育児』休業取得が女性に比べ低い要因は
なにが原因だと考えますか。（複数選択可）

男性 女性 回答しない （％）
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1.男女の役割分担に対する社会通念などの考え方の改め

2.男性の企画中心の生き方、考え方の見直し

3.女性自身の能力の向上

4.法律や制度の面で見直し

5.重要な役割への女性登用

6.男女が仕事と家庭を両立できる社会的条件を整備し支援する

7.女性の学習や訓練の機会の増加

8.学校での男女平等教育の推進、女性の社会参画の必要性の教授

9.家庭内で女性の社会参画の必要性の教授

10.保育や高齢者施設などの充実、参画機会の開拓と提供

11.男性の理解

12.その他

問８ 町内会やＰＴＡなどの地域活動で、女性のリーダーを増やすためには、
なにが必要だと思いますか。（複数選択可）

男性 女性 回答しない （％）
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1.男女共同参画社会

2.ワークライフバランス(仕事と生活の調和)

3.ジェンダー(文化的・社会的につくられた性差別)

4.性的マイノリティ(性的少数者)

関連(L:レズビアンG:ゲイB:バイセクシャルT:トランスジェンダーQ:クエス

チョニング等)

パートナーシップ宣誓制度(同性同士のカップルを婚姻に相当する関係と認め証

明書を発行する制度)

7.DV(ドメスティック・バイオレンス:配偶者やパートナー間の暴力)

8.デートDV(若いカップル間での暴力)

9.特にない

問９ 男女共同参画に関する言葉のうち、知っているものを選択してください。
（複数選択可）

男性 女性 回答しない

5.LGBTQ関連(L:レズビアンG:ゲイB:バイセクシャル
T:トランスジェンダーQ:クエスチョニング等)

6.パートナーシップ宣誓制度(同性同士のカップルを
婚姻に相当する関係と認め証明書を発行する制度)
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問14 ＤＶを経験したことはありますか。（複数選択可）
男性 女性 回答しない （％）
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1 .DVを家族・友人等身近な人に相談したことがある

2.DVを関係機関(相談窓口)に相談したことがある

3.DVの相談を受けたことがある

4.DVを相談したことも受けたこともない

問15 ＤＶの相談をしたり受けたりしたことはありますか。（複数選択可）

男性 女性 回答しない （％）
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1.被害者が安心して相談できる専用窓口

2.被害者が一時的に避難できる場所の設置

3.相談にあたる担当者の研修機会の充実や女性担当者の増員

4.被害者支援をする団体と関係機関などの連携強化

5.学校や家庭における男女平等や性についての教育

6.人権の尊重についての行政での啓発活動

7.暴力再発を防ぐための加害者に対するカウンセリングや教育

8.性の商品化や暴力表現などメディアにおける過激な内容に対する倫理規

定の強化

9.過激な内容のDVDやゲームソフトなどの販売と貸出しの禁止

10.その他

問16 ＤＶやセクシャルハラスメント、ストーカーなどの行為について、
どのような対策をしていけば良いと思いますか。（複数選択可）

男性 女性 回答しない （％）
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1.再就職準備のための講座やセミナー、技能訓練の充実

2.再雇用制度の促進

3.求人情報の提供や女性の人材登用

4.女性が働ける新しい職場、職域の開発

5.保育所の整備と充実

6.放課後児童クラブの拡充

7.産後休暇や育児休暇明けの保育の充実

8.企業内保育施設の設置

9.育児休業制度の定着の促進

10.育児休業制度における給与保障の一層の充実

11.介護や看護との両立を支援する体制の整備

12.昇進や昇給、仕事の分担など労働の場での男女平等の推進

13.パートタイマーの労働条件の改善

14.男性重視の地域社会の意識改革

15.配偶者や家族の家事等への協力推進

16.家事の省力化、外部化などによる家事負担の軽減

17.労働時間の短縮やフレックスタイムの導入

18.その他

問17 女性が働きやすい環境をつくるには、なにが必要だと思いますか。（複数選択可）

男性 女性 回答しない （％）
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1 .学校での教育

2.性別欄の削除

3.性的マイノリティに関する講演やセミナー等の開催

4.専用の相談窓口を設置

5.男女トイレ以外の誰でも使用できるトイレを整備

6.パートナーシップ宣誓制度の導入

7.必要はない

8.分からない

9.その他

問20 性的マイノリティについて、今後必要となる施策は何かありますか。
（複数選択可）

男性 女性 回答しない （％）
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問21 男女共同参画社会を進めるために、あなたは恵庭市にどのようなことを期待しますか。
（複数選択可）

男性 女性 回答しない

１．専門に担当する組織や体制の充実

（％）

２．男女平等、男女共同参画についての
学習講座の開催

３．男女共同参画社会づくりへの提言など
市民参加の機会の増加

４．市の審議会など、施策を決定する場への
女性の参加の増加

５．学校教育の場で、男女平等教育の推進

６．女性の就労を支援する情報提供や
職業訓練の場の充実

７．保育所や放課後児童クラブなど、
地域の子育て環境の整備

８．介護サービスの充実

９．市が率先した職場内の男女間差別対策の
取り組み

10.市内民間企業等への意識啓発を推進

11.男女共同参画推進の拠点となる
男女共同参画センターなどの施設を設置

12．男女共同参画に関連する情報提供と
さらなる充実

13.その他
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